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Cold Dark Matter(CDM)を基礎とした天体形成論は，宇宙の大規模構造の観測的性質の多くを説明できるこ
とから標準的な銀河形成モデルとしてこれまで広く受け入れられている．このCDM理論では，宇宙初期のCDM
の密度揺らぎの成長に伴い，小さなダークマターハローの合体が繰り返されることで時間経過と共に大きなダー
クマターハローへと成長していく．
前回の秋季年会では質量分解能 5× 103h−1M⊙の高分解宇宙論的N 体シミュレーション“Phi-4096”(Ishiyama

et al. 2021)のデータを用いて，天の川銀河程度の質量 (1012h−1M⊙)を持ったダークマターハロー (Host halo)
の内部を運動する 105-1010h−1M⊙ のダークマターハロー (Subhalo)の成長過程について報告した．前回の発表
ではWechsler et al. (2002)で示された exponential型の 1-parameter fitting formulaを用いて解析を行ったが，
今回新たな Fitting formulaとして，McBride et al. (2009)で提示された 2-parameter fitting formulaを採用し
た．McBride et al. (2009)では 1012-1014h−1M⊙のダークマターハローについてこの fittingを行うことで，ダー
クマターハローを 4つのタイプに分けられることを示した．一方で Subhaloに対して今回このタイプ分けを行っ
たところ，McBride et al. (2009)ではほとんど見られなかったタイプのダークマターハローが 90%以上も占める
ことを発見した．これは accretionによる質量増加とHost haloから受ける潮汐力に起因する tidal strippingによ
る質量減少の 2つの phaseに分かれるためである．そしてこの結果は tidal strippingを受けて質量減少を起こす
Subhaloが普遍的に存在することを示している．更に low massの Subhalo程，自己重力が弱いために早い段階で
tidal stripping phaseへと移行することを見つけた．


